２月１４日開催　議会報告会意見に対する建設産業常任委員会の回答

１．狭くて危険な道路の整備について
課題　狭くて危険な道路がとても多い。子どもたちの安全を守るために整備してほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）阿中通学路・北区・阿小周辺の道路が狭くて危険である。
（２）宝積寺地内の歩道が少なく、とても危険である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（３）阿小の登下校の道路の安全性を高めてほしい。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■委員会より
　危険個所の対応については、議会でも現場の状況を注視しつつ、また、通学路安全点検プログラムなどにより児童、生徒、保護者等の意見などをいただきながら、安全対策などについて適切な対応を実施するよう町に提言します。
　また、ハード面と合わせて、自転車の交通マナーの向上、歩行者の交通安全指導を学校で行うよう町に要望します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．大雨時の道路雨水対策について
課題　塩澤商店の所ですが、町の方で桝を作ってくれたが雨水を飲みきれていない。
かなりの水が溜まっていて、とても危険に感じる。
（１）通行上、とても危険なので、早急に抜本的な解決をしてほしい。

■委員会より
　近年、気候変動に伴う大雨やゲリラ豪雨などの発生により、市街地における雨水排水対策の重要性は年々高まっており、その抜本的な対策としては道路側溝などの雨水排水整備が重要であることから、市街地における雨水対策事業の早期実現に向けて、町に提言いたします。
また、当面の雨水対策としては、浸水箇所における雨水浸透槽による対応も有効であることから、必要に応じて雨水浸透槽の設置や適切な維持管理について要望します。


３．公園の整備について
課題　駅西第一土地区画整理地内の公園の工事が年末に始まったが、年明けから全く工事が　行われていない。
（１）なぜ、工事が止まっているのか教えてほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）子どもたちが遊べないので、早く作ってあげてほしい。

■委員会より
　都市整備課に状況を聴取したところ、年末の工事については、県矢板土木事務所において公

園予定地に仮置きしている残土の搬出作業を実施したものであるとのことでありました。
なお、公園の整備計画については、令和２年度に公園の基本・詳細設計を実施し、令和３年度、令和４年度で整備工事を実施する計画であるとのことです。


４．人口増加対策について
課題　町内全体で、人口そして児童数が減少している状況なので、人口増加につながる政策を行ってほしい。
（１）農村部（調整区域内）において、町外の方が土地を買って、家を建てることはできないと聞いているが、このままだと人口はもちろん、児童数も減少してしまうと思われる。
そのため、法律の緩和をしていただき、調整区域内においても町外の方が土地を買って、家が建てられるような政策を行ってほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■委員会より
　市街化調整区域については、第三者が売買により土地を購入し、新規に家を建てることは現在の関係法令の中では難しいのが現状です。
人口増加に向けて、どのような手法がとれるのか、規制緩和も視野にいれて土地利用の見直し等について調査、研究等を行い、町に提言します。


５．通学路安全確保対策について（中学生の自転車通学）
課題　
（１）花岡のセブンイレブンを通って上高根沢へ向かう県道の歩道が狭くて危険です。
（２）東小と北中周辺の自転車が通る歩道がとても狭いので通学路が危険です。

■委員会より
　危険個所の対応については、議会でも現場の状況を注視しつつ、安全対策などについて適切な対応を実施するよう、町道については町に、県道については町を通して県矢板土木事務所に要望するよう提言します。
　また、自転車の安全運転のマナーアップ、登下校の交通安全指導を学校でも行うよう合わせて町に要望します。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６．天神坂交差点付近の歩道整備について
課題　天神坂の交差点付近に歩道が無いので、朝の通勤時間と重なり、子どもたちがとても危険です。
（１）子どもたちが通る歩道をカラーにしてほしい。

　　■委員会より
　この道路については県道であるため、安全対策に向けての対応を県矢板土木事務所に要望するよう町に提言します。
　また、当該箇所については、春季および秋季の交通安全週間において、立哨していただいている場所であるため、その機会などを活用し、ドライバーへの注意喚起を図ることなども有効な方法であると思われます。


７．石末西原交差点から駅へ向かう道の歩道整備について
課題　石末西原交差点から宝積寺駅に向かう道の歩道と道路の境が無いので、自転車通学の子どもが危険にさらされている。
（１）狭くカーブのある町道（丸栃倉庫がある）で、歩道と道路の区別がないので、改善対策をお願いしたい。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■委員会より
　危険個所の対応については、議会でも現場の状況を注視しつつ、歩行者、自転車などの有効的な安全確保対策、通行するドライバーへの注意喚起も含め、適切な対応を実施するよう町に提言します。


８．北小付近の道路拡張工事と歩道整備について
課題　北小の目の前にひまわり保育園もあるので、子どもの送迎時に込み合って大変です。進入禁止なのに入ってくる車もあります。歩いて登校している子どもたちが大変危険です。
（１）北小周辺道路を一方通行にしてほしい。
（２）道路の拡張工事と歩道設置をお願いしたい。
[bookmark: _GoBack]（３）担当者に朝の時間帯の現場に見に来て判断してほしい。

■委員会より
安全対策の実施と合わせて、ひまわり保育園など保護者への交通安全意識の啓発活動を実施するよう町に提言します。また、交通規制については警察の管轄となるので、警察への要望を行うよう合わせて町に提言します。
